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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　図１０に示すように、安定化ジルコニアとしてＹＳＺとＳｃＳＺのいずれを用いた場合
にも、電子伝導体としてＬａ1-xＳｒxＣｒＯ3-zを用いるならば、高抵抗相は生成されな
かった。これに対して、電子伝導体としてＬａ0.8Ｓｒ0.2ＣｏＯ3-zを用いたサンプルＳ
１５では、高抵抗相としてＳｒＺｒＯ3およびＬａ2Ｚｒ2Ｏ7が生成され、電子伝導体とし
てＬａ0.8Ｓｒ0.2ＭｎＯ3-zを用いたサンプルＳ１６では、高抵抗相としてＳｒＺｒＯ3が
生成された。
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